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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年6月1日(2009.6.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　糖アルコールまたは糖類、活性成分および崩壊剤を含有する、圧縮成型された口腔内速
崩壊錠であって、
　上記糖アルコールまたは糖類は、平均粒子径３０μｍ以下の糖アルコールまたは糖類で
あり、
　上記崩壊剤は、クロスポビドン、クロスカルメロースナトリウムおよび低置換度ヒドロ
キシプロピルセルロースの群から選択されていることを特徴とする口腔内速崩壊錠。
【請求項２】
 　１つの錠剤につき、上記活性成分を０．０１重量％～３０重量％含有する請求項１記
載の口腔内速崩壊錠。
【請求項３】
　糖アルコールがＤ－マンニトールである請求項１または２記載の口腔内速崩壊錠。
【請求項４】
　糖類が乳糖である請求項１～３のいずれかに記載の口腔内速崩壊錠。
【請求項５】
　口腔内速崩壊錠が、平均粒子径を３０μｍ以下にした糖アルコールまたは糖類、活性成
分および崩壊剤を含有する混合物を、湿式造粒し、得られた造粒物を乾燥後、圧縮成形を
おこなって製造されたことを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載の口腔内速崩壊錠
。
【請求項６】
　平均粒子径３０μｍ以下の糖アルコールまたは糖類、活性成分ならびにクロスポビドン
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、クロスカルメロースナトリウムおよび低置換度ヒドロキシプロピルセルロースの群から
選択された崩壊剤を含有する混合物を圧縮成形することを特徴とする口腔内速崩壊錠の製
造法。
【請求項７】
　圧縮成形時、打錠機の杵臼にあらかじめ滑沢剤を塗布してから圧縮成形することを特徴
とする請求項６記載の口腔内速崩壊錠の製造法。
【請求項８】
　１つの錠剤につき、上記活性成分を０．０１重量％～３０重量％を含ませることを特徴
とする請求項６または７記載の口腔内速崩壊錠の製造法。
【請求項９】
　糖アルコールがＤ－マンニトールである請求項６～８のいずれかに記載の口腔内速崩壊
錠の製造法。
【請求項１０】
　糖類が乳糖である請求項６～９のいずれかに記載の口腔内速崩壊錠の製造法。
【請求項１１】
　上記混合物を、湿式造粒し、得られた造粒物を乾燥後、圧縮成形をおこなうことを特徴
とする請求項６～１０のいずれかに記載の口腔内速崩壊錠の製造法。
【請求項１２】
　ロータリー打錠機を用い、３００Ｋｇ以上の圧縮成形圧力で圧縮成形をおこなうことを
特徴とする請求項６～１１のいずれかに記載の口腔内速崩壊錠の製造法。
【請求項１３】
　ハンマーミルまたはジェットミルを用いて糖アルコールまたは糖類を平均粒子径３０μ
ｍ以下にして、上記平均粒子径３０μｍ以下である糖アルコールまたは糖類を得ることを
特徴とする請求項６～１２のいずれかに記載の口腔内速崩壊錠の製造法。
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